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＜連絡事項＞

· 今日、明日、職員旅行第1班。

· 6月30日、7月2日で十和田済誠会病院デイケアのスタッフが青陽館見学に来られます。

＜青明舎情報交換＞

其田淑子様・種本サハ様～介護保険手続き中。

東山　昇　様　～青明舎訪問時、デイケア利用を再開したいと希望あり。「先生がデイケアを勧めるから使いたい」「他のデイケアよりもしっかりしていて良い」と話されている。明日の外来受診にて担当医と相談するよう説明している。⇒利用再開の際は、利用・休養の強要はスタッフからはしない為、本人の意思でデイケアを使用して頂くよう説明していく。

大久保　恒夫様～「眠れない」など青明舎への電話連絡が頻回にあり。デイケアにも、些細なことを質問する為に電話してくることが多い。適宜アドバイスを行なっている。以前、話を聞いて欲しいから電話をしていると話していたことがあった為、本人様・奥様（大久保律子様）の話を聞いていく。
冨田　紀子　様～6月24日、胃がムカムカするとのことで外来受診。食欲がなく、おかゆやうどんを食べているとのこと。食事摂取出来ていないとのことで、点滴施行。「青南病院の薬は強いから、昨日は寝る前の薬しか飲んでいない」と話されている。「飲まなくてもいいですか？」との問いに、担当医より飲まなくてもいいが調子が良くなったらすぐに飲むようにとの説明あり。翌25日、訪問看護より担当医に再度服薬について確認し、服用するよう指示受けしている。26日、胃のムカツキを訴え自室で寝ており、「～買ってきてちょうだい」「車に乗せていってちょうだい」と依存的。27日、スタッフ同行にて受診。6ヶ月入院したい。死にたいなどと話している。受診後、ヨコマチストアで買い物していると気分転換できている。本日朝も不調を訴え他院受診希望している。今週木曜日の外来定期受診日まで様子をみるよう説明している。⇒実際に身体的な異変がある可能性があり、また本人様が自身の体調が気になり受診希望するのであれば、受診あるいは検診をしていただいたく方向性で対応する
晴山　美智子様～月7万円のお小遣いでは足りない。働きたい。日中暇でお金を使いすぎると話されており、外来担当医よりデイケアを利用するように話されている。本日の問診で外来担当医よりデイケア利用について許可をいただいたとのことで、本日見学利用されている。6月30日より正式利用予定。

＜事例検討＞

澤口　直美　様（37）躁鬱病　利用開始：Ｈ22年5月6日　利用日：週4日利用（5月出席率100％）

検討内容：治療計画の見直し

治療計画
① デイケアに慣れる

② 不安や悩みを相談出来るような環境作りを行なう

③ プログラムを通じて、他者との交流を持てるように援助する

現状報告
· 生理や悩みごとで不調や精神状態の悪化をきたす

· 6月12日にボーっとする、胸がムカムカする、歯の痛みがあるなどの訴えがあり、それ以降イライラ感や歯科受診の為の欠席が続いている。外来担当医からは、無理に通所させなくても良いとの指示を受けている。

· 基礎体温をつけている。生理の3日前くらいに体温が高くなる。本人とは、不調を来しやすくなる生理の前兆を知っていくことを目的として行なっている。外来担当医からは、無排卵の時に病状が悪くなるという説があるため、グラフを付けるように指示されている。

· 外来担当医より、以前松平病院のデイケア通所をしていたがすぐに退所しており、その理由を本人に確認するように指示を受けている。本人は「さあどうなんでしょうね」と返答している。訪問看護に情報提供し、訪問看護時にお母様に確認してもらえるよう依頼予定。

· 外来担当医より孤立化しないよう関わりを持つように指示を受けている。デイケアでは、他者と話をしなくても、周りに人がいるだけで落ち着くと話し、「話をしなくてもいいです」と話されている。他利用者様との交流は乏しいが、スタッフへの話しかけは見られている。また、本人様は「人見知りしがちで慣れるまで時間がかかる」と話されている。自宅では、母様と買い物や温泉に出かけているとのこと。
今後の対応
· ①③継続、②には自己の体調や精神面の変化に気付けるように病識に働きかけていく事を追加する

＜利用者様情報＞

馬渡　武光　様～表情硬く、今朝スタッフより金曜日の夕方に断らずに畑のトマトの世話に行こうとしたことを咎められた事を話している。話を傾聴すると表情和らいでいる。自身が植え育てているトマトが気がかりな様子であり、本日より畑の世話に希望者を募って行くこととする。

田向　玲美　様～利用日を減らし、月・金の週2回としている。趣味を作りたいとの事で、一眼レフのカメラを購入したとのこと。
＜外来情報＞

高橋　百壽　様～毎日30分程度の散歩をしている。肋骨の痛みはまだ少しある。大腸は今は大丈夫と話している。

我満　奈津紀様～「避妊具を入れかえるため産婦人科通院しているが、今の通院先の先生は合わない。だけど、あと一回はやらなきゃいけない」と話されている。精神状態は安定しているとの事。
藤村　翔　様　～採血施行。外泊をしたが大きな変化はない。青山荘で、来週の目標を考えるのが大変だと話す。デイケアでは就労支援とエアロビクスが楽しいとのこと。

澤口　直美　様～WAIS-Ⅲ施行。

田向　玲美　様～デイケアに来ても自分のためにならなければ意味がない。籍を置き暫らく休みたいと思うが、デイケアスタッフからそれはずるい考えだといわれた。今特にやりたいこともない。金曜日にやめると啖呵を切ってきた。今後どうしたらいいのか分からない。デイケアに通所歴のある方から「家にいてもつまらないから通った方が良いのではないか」と言われたとのこと。担当医より、週2回以上通所するように指示あり。
















































